
平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内

訳

160 160

計 160 160

RCEに関する予算は、新たなRCEの認定についてのみに支出するもの
ではなく既存RCEの質の向上に向けた取組等も含むものであることか
ら、新たな認定に係る費用を特定することができず、単位当たりのコスト
を算出することはできない。ProSPER.Netに関する予算についても、新た
な高等教育機関の参加に向けた取組のためだけに支出するものではな
く、現在参加している機関間の共同プロジェクト等にも支出されており新
たな機関の参加に係る費用を特定することができないことから、単位当
たりのコストを算出することはできない。なお、国連大学において、RCE
における取組の評価手法について研究を行っているところ。

①世界各地のRCEづくりを支援することにより、
当該年度において新たにRCEに認定した拠点数

25年度当初予算 26年度要求 主な増減理由

13 17

5

(      7　　　　）

―

（　　　15　　　） （　　　30　　　） （　　　20　　　） （　　　20　　　）

25年度活動見込

―

達成度

活動指標 単位 22年度 23年度 24年度

―

RCEやProSPER.Netの事業を通じて「我が国に
おける『国連持続可能な開発のための教育の10
年』実施計画」（平成23年6月改訂）にも盛り込ま
れている地域におけるESDの実践や高等教育
機関によるESD活動の推進を行うが、成果は、
ESDの取組の質の向上やそれによる持続可能
な社会づくりに取り組む人々の育成であり、これ
を定量的に示すことは困難であることから、指標
の記載ができない。

成果実績 地域 ― ― ―

単位 22年度 23年度

％ ― ―

執行率（％） 100% 100% 100%

155 160 160 160 160

執行額 155 160 160

0

繰越し等 0 0 0 0
予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

計

予
算
の
状
況

160

補正予算

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

平成14年のヨハネスブルグサミットにて我が国が提案し、国連で決議された「国連持続可能な開発のための教育の10年」の推進の
ため。（持続可能な開発のための教育（ESD）とは、持続可能な社会の実現を目指し、一人ひとりが世界の人間や将来世代、また、
環境との関係性の中で生きていることを認識し、よりよい社会づくりに参画するための力を育むため、環境を始めとして、人権、福
祉、地域経済再生などの課題に取り組む学習や活動を指す）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

①持続可能な開発のための教育に関する世界各地の地域拠点づくり：世界各地において、ESDに関わる学校、行政、企業、NPO等
が互いに連携・協働する「持続可能な開発のための教育に関する地域拠点（RCE）」づくりのため、助言等を行うとともに、国連大学
が主導する国際的な第三者委員会の審査を経て、基準を満たした地域を認定。
②持続可能な開発に関するアジア太平洋地域における大学院レベルでの連携の強化「アジア環境大学院ネットワーク
(ProSPER.Net（プロスパーネット）)」：高等教育機関におけるESD活動を強化することを目的として、アジア太平洋地域における大学
院レベルの持続可能な開発に関する教育と研究を推進するための大学院のネットワークづくりを進めている。参加機関間で共通に
活用できるモデルプログラムの開発のための共同プロジェクト等を実施。

実施方法 □直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　■その他（拠出金）

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成15年度～ 担当課室 環境教育推進室

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

0 0 0

成果指標

政策・施策名

当初予算 155 160 160

関係する計画、
通知等

事業番号 ２９５

　　　　　　　　　　　　　平成２５年行政事業レビューシート　　　　(環境省)

事業名 国連大学拠出金

8　環境・経済・社会の統合的向上
8-4　環境教育・環境学習の推進

担当部局庁 総合環境政策局

(     5　　　）

環境教育推進室長
吉田一博

我が国における「国連持続可能な開発のための教育の10年」
国内実施計画

26年度要求

160

24年度
目標値

（　　年度）

―②当該年度において新たにProSPER.Netに参加
した機関数

活動実績

（当初見込
み）

校

(        3　　　　） (        4　　　　）

2 1

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動実績

（当初見込
み）

地域
10

費　目

単位当たり
コスト

　　　　　　　　　―　（円／　　　　　　） 算出根拠

経済協力開発機構等拠出金



活動実績が、当初計画の規模を下回る事案もあること
から、事業の効率化、加速化が求められている。

外部有識者の所見

重
複
排
除

類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。
（役割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

事業番号

点検対象外

事
業
の
有
効
性 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してよ
り効果的あるいは低コストで実施できているか。

○

類似事業名 所管府省・部局名

－

○

○

広く国民のニーズがあるか。国費を投入しなければ事業目的が達成できない
のか。

評　価

○

○

○

○

関連する過去のレビューシートの事業番号

点
検
結
果

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

効果と使途に留意しつつ必要最低限の拠出をすること

行政事業レビュー推進チームの所見

事
業
の
効
率
性 ○

－

－

○

毎年、国連大学（本部：東京）から提出される事業の実施計画により、拠出金の使途等を把握している（必要に応じ実施計画案の段階で調整）。
また、関連の国際会議等に環境省職員が出席し、事業の実施状況を把握している。さらに、国連大学との間で定期的な意見交換及び随時の意
見交換を行うとともに、進捗状況の報告を受けている。引き続き効率的・適正な予算執行に取り組むとともに、ESDの10年の最終年である2014年
に向けて、進捗状況を踏まえつつ、着実に事業を進めていく。

現
状
通
り

現
状
通
り

国連大学との情報共有等を図り、必要最低減の要求とするとともに、効率的な執行に努める。

備考

項　　目

＜事業仕分け第1弾＞
（1-58）　国連大学拠出金(持続可能な開発のための教育10年構想事業費)
WGの評価結果　：　予算要求通り
主な理由、コメント　：
　①予算要求通りを結論としたい。ただし、日本のイニシアティブがまだ見えていない、まだ弱いのではないかとの疑問点、そして目的、効果に対しての
十分な説得力がまだ乏しい部分があるので、こうした点に十分留意しながら、今後の査定作業の中で精査してもらいたい。
　②費用等に関する各国の負担を求めていくとともに、使途のチェックを行うべき。

国
費
投
入
の

必
要
性

本事業は、平成14年のヨハネスブルグサミットにて我が
国が提案し、国連で決議された「国連持続可能な開発の
ための教育の10年」の推進のため、国連大学実施する
ＥＳＤプログラムであり、環境人材育成の必要やアジア
各国の協力の重要性からも我が国が予算を拠出して国
際協力を推進する必要がある。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

単位当たりコストの水準は妥当か。

受益者との負担関係は妥当であるか。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

明確な政策目的（成果目標）の達成手段として位置付けられ、優先度の高い
事業となっているか。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

－

事業所管部局による点検

予算を拠出するにあたって、事業計画等を確認してお
り、使途が事業目的に沿ったものであることは確認して
いる。

特記事項

251244 平成24年平成22年 250 平成23年



資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

A.国連大学 

160百万円 

環境省 

160百万円 

【拠出金】 

持続可能な開発のための教育に関
する世界各地の地域拠点づくり及び
持続可能な開発に関するアジア太
平洋地域における大学院レベルで
の連携の強化を内容とする事業を
実施するため、拠出。 

持続可能な開発のための教育に関
する世界各地の地域拠点づくり及び
持続可能な開発に関するアジア太
平洋地域における大学院レベルで
の連携の強化を内容とする事業を

A.国連大学 

160百万円 

環境省 

160百万円 

【拠出金】 

 
 
持続可能な開発のための教育に関
する世界各地の地域拠点づくり及び
持続可能な開発に関するアジア太
平洋地域における大学院レベルで
の連携の強化を内容とする事業を
実施するため、拠出。 

 
持続可能な開発のための教育に関
する世界各地の地域拠点づくり及び
持続可能な開発に関するアジア太
平洋地域における大学院レベルで
の連携の強化を内容とする事業を
実施。 



使　途費　目費　目

計

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

計 0

使　途
金　額

(百万円）
金　額

(百万円）

計 0 計

費　目

費　目費　目 使　途
金　額

(百万円）
金　額

(百万円）
費　目 使　途

計 0 計

費　目費　目 使　途
金　額

(百万円）
金　額

(百万円）
費　目 使　途

計 160 計

金　額
(百万円）

拠出金

持続可能な開発のための教育に関す
る世界各地の地域拠点（RCE）づくり
及びアジア環境大学院ネットワーク
（ProSPER.Net）づくり

160

費　目

A.国連大学

費　目 使　途
金　額

(百万円）
使　途使　途

0

0

0

0



支出先上位１０者リスト

A.

持続可能な開発のための教育に関する世界各地の地域拠点（RCE）
づくり及びアジア環境大学院ネットワーク（ProSPER.Net）づくり

1 国連大学 160160 -

業　務　概　要支　出　先
支　出　額
（百万円）
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

-


